
複数の計画を一体的にとらえた景観誘導 地域の個性を生かした景観誘導

周辺街区との連携・調整の中心としての「アーバン・コア」

特定区域景観形成指針における「一体的に捉えて景観誘導を図る」という内容を受け、渋谷駅中心
地区デザイン会議においては、単体街区の事業者提案のみを見て議論するのではなく、複数の計画
を横断的に確認しながら議論を進めている。

【アーバンコアのイメージ】（渋谷駅中心地区まちづくりガイドライン 2007 引用）
  ①多層な都市基盤やまちを上下につなぎ、地下及びデッキから地上へと人を誘導。
　  また、横方向への動線を結ぶユニバーサルデザインに配慮した縦軸空間。
  ②広場等のパブリック空間とも接した立体的なクロスポイント。
  ③人々が快適に移動でき、憩い・集える空間。
  ④視認性が高く、まちに対して開かれた駅前のランドマーク。

アーバン・コアは多層な都市基盤やまちを上下に繋ぐ。
デザイン会議においてはアーバン・コアの連携や調整（呼応）を議論

渋谷駅中心地区デザイン会議では

「複数の計画を一体的に捉えた景観誘導」と「地域の個性を生かした景観誘導」を両立するため大規模建築物の
計画について「周辺街区との連携・調整（呼応）」を重視している。

「周辺街区との連携・調整（呼応）」とは
主に隣接する大規模建築物同士が向き合う箇所や、街区同士が接続する部分等において、一定の関係性や連続性を持たせることを指している。

「渋谷駅中心地区まちづくり指針 2010」戦略６のテーマである「“渋谷らしさ” を強化する」及び
「渋谷駅中心地区大規模建築物等に係る特定区域景観形成指針」に定める「景観形成上配慮すべき
“渋谷らしさ”」に基づき、渋谷駅中心地区デザイン会議においては、地域の個性を生かした景観誘
導を行っている。
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